
日 曜日 ３月 の 行 事 予 定 給  食

1 金 卒業証書授与式 ×

2 土 代ゼミマーク模試（４・５年）

3 日

4 月 答案返却特別時間割① ○

5 火 答案返却特別時間割② ○

6 水 ○

7 木 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【校納金引落日】 ○

8 金 人権を確かめあう日　　生徒総会(６限) ○

9 土

10 日

11 月 第４回ＰＴＡ役員会(17:30～) ○

12 火 スポーツデイ
×

要弁当

13 水 スポーツデイ予備日
×

要弁当

14 木 短縮40分授業 ○

15 金 ○

16 土

17 日

18 月 修了式 ３年×

19 火 ３学期終業式　　教科書販売(３～５年) ×

20 水 春分の日　　邦楽部サロンコンサート(きさいや広場)

21 木

22 金 第42回南校展(アトリエぱれっと) 10:00～17:00

23 土

24 日 　　　　最終日 10:00～15:00

25 月

26 火

27 水 離任式

28 木

29 金

30 土

31 日

備
考

※　○は給食あり　×は給食なし
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生徒会より 今年度を振り返って 

生徒会 後期副会長 ５年１組 山口 士道  

 今年度の生徒会は私を含め未経験の生徒も多く、慣れない立場や仕事に振り回されることもありまし

た。しかし、行事などでは生徒会一丸となって取り組み、無事に終わらせることができました。特に印象

に残った活動は文化祭です。今年は以前の文化祭の形に戻ったということもあり、学校全体が力を入れ

て取り組んでいました。そのような状況で、特に大きなトラブルもなく文化祭を終わらせられたこと。こ

れもひとえに生徒会のメンバーと支えていただいた先生方のおかげです。生徒会に入ってから知ったこ

と、生徒会に入らなければ気付けなかったことが多くありました。それらに出会えたということを大切

にして、残りの生徒会活動に励みたいと思います。 

 時の流れは早く、自身の立場に不安を抱いていた 6 月から、早くも 8 か月が過ぎようとしています。

任期も残りわずかとなった今、自分に課せられた役割を改めて確認し、学校の発展に向けて全力を尽く

していきたいと思います。 

 

生徒会 前期副会長 ３年３組 仙波 文統  

今年は６学年全てそろう、最後の１年でした。コロナ禍による制限がなくなり、十分に行事や学校生活

を楽しむことができて本当によかったと思います。 

私は今年度から生徒会に入り、初めは何をどうすればいいかわからず、ひたすら先輩方を追いかけて

仕事をしてきました。何度も繰り返していくうちに様々なことを学び、自分が今何をすれば役に立てる

かを考えて行動できるようになってきました。とはいえ、まだまだ学ぶべきことはたくさんあり、今後も

生徒会活動を通して成長していきたいです。 

この１年間、生徒会として活動していく中で気付くことのできたことは運営の大変さです。今まで私

が参加していた行事の全ては生徒会が裏で仕事をして成り立っているものであり、それを知ったとき率

直にかっこいいと思いました。今はまだ無駄があったり、アクシデントが起きたりして完璧ではないけ

れど、経験を積んで、更なる快適な学校行事のために尽力していきたいです。来年度もよろしくお願いし

ます。 

 

少年の日の集いを終えて 

２年保護者 中村 佳野  

１月 26日、２年生の各教室で「少年の日の集い」が行われ、子どもたちから保護者に宛てて、少年の

日を迎えた気持ちや新たな決意などを綴った手紙の発表がありました。 

「いろいろなことに挑戦したい」、「勉強をもっと頑張りたい」、「家の手伝いをして家族を助けたい」、

「多様な考えを認められる人になりたい」など、子どもたちは一つ一つの言葉に気持ちを込めて思いを

語っていました。その中で皆が口にしていたのは、保護者への感謝の気持ちです。普段はなかなか言えな

い、親への「ありがとう」。反抗期真っ只中の我が子も、少し恥ずかしそうに感謝を伝えてくれました。

いろいろな形の「ありがとう」を聞きながら温かい気持ちになり、そして堂々と自分の気持ちを伝える子

どもたちの姿を見て、心身ともに大きく成長したことを実感し、胸が熱くなりました。 

少年の日を迎えた２年生の皆さん、この日に決意したことを胸に刻み、周りの人への感謝の気持ちを

大切にして、一歩ずつ大人への道を歩んでください。たくさんの出会いや経験を通して、皆さんが自分ら

しくステップアップしていくことを願っています。私たちも、一緒に過ごせるあと少しの時間を大切に、

今後の成長を見守っていきたいと思います。 

最後になりますが、先生方には日頃からの子どもたちへのサポートや、このような機会を設けていた

だいたことに心から感謝しています。 


